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エクスパック1年10ヶ月分も不払いの対象だ！

(旧)社員給与規程第１０３条(２０１０年４月１日より適用)
２ 販売手当は、次に該当すると所属長が認めたとき、当
該支給対象社員に支給する。)
(２)支給対象社員が郵便物等の利用について勧奨を行い、
その結果、店外において料金別納又は料金後納とするゆ
うパック、ＥＭＳ及びゆうメールを引き受けた場合
(４)支給対象社員がカタログ販売又はレターパックを販売
した場合

３ 販売手当の支給額は、次表の定める額とする。ただし、
一給与期間における支給額の上限は、前項第１号から第
４号に掲げるものの手当額の合計については20,000円
とし、前項第５号に掲げるものは20,000円とする。
区分 手当額

ゆうパック １個につき 50円
前項第２号 ＥＭＳ １個につき 100円
に掲げる者 旧ふるさと小包 １個につき 50円

ゆうメール １個につき 3円
前項第４号 カタログ販売 １個につき 50円
に掲げる者 レターパック500 １枚につき 15円

レターパック350 １枚につき 10円

(旧旧)社員給与規程 第１０３条 (２００７年４月１日施行)
２ 販売手当は、次に該当すると所属長が認めたとき、当
該支給対象社員に支給する。)
(２)支給対象社員が郵便物等の利用について勧奨を行い、
その結果、店外においてゆうパック、ＥＭＳ、及びゆう
メールを引き受けた場合、旧ふるさと小包の購入申し込
みを受け付けた場合又はエクスパックを販売した場合

３ 販売手当の支給額は、次表の定める額とする。ただし、
一給与期間における支給額の上限は、前項第１号から第
３号に掲げるものの手当額の合計については20,000円
とし、前項第４号に掲げるものは20,000円とする。
区分 手当額

ゆうパック １個につき 50円
前項第２号 ＥＭＳ １通につき 100円
に掲げる者 旧ふるさと小包等 １個につき 50円

ゆうメール(基本料金) １個につき 10円
エクスパック １枚につき 25円
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エクスパック･レターパック販売手当精算状況
商品名称 １枚あたりの手当額 精算期間

～08年6月 精算無し(発覚から５年を限度に遡る)
EXPACK500 25円 08年7月～10年3月(１年10ヶ月) 精算せず(局は１０年４月より手当の支給基準が変わったと主張)

;q[UZh500/350 10年4月～12年6月(２年２ヶ月) 昨年9月24日給与で精算済
15円/10円 12年7月～13年6月 (１年) 昨年8月23日給与で精算済

;q[UZh!or/oes 13年7月～ 正しく支給
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(２) 郵政産業ユニオン浦安支部ニュースは毎月１・１５日に発行します。 第２４号

土屋･山岸再雇用拒否「勝利和解報告集会」
２月９日(日) １５時～ 会費:５００円

場所：郵政産業ユニオン本部池袋事務所
(東京都豊島区上池袋 2－34－2)

首都圏で行われる郵政裁判･労働委員会

佐倉局掲示板設置地労委(第１回調査)
１月２７日(水) １３:００～ 千葉県庁南庁舎
※補佐人申請(傍聴)は支部執行委員まで。

さいたま新都心自死裁判第１回期日決定
２月５日(水) １５:００～ さいたま地裁１０１号
(さいたま市浦和区高砂３-16-45 埼玉県庁前)

原告の意見陳述も予定。報道席が設けられるこ
とになったが、一般傍聴者も３４名が入れる予定。

呉支部不当配転(第２回調査) 1/24(金)14:00～中労委
苫小牧団交拒否(第3回調査) 1/29(水)14:00～中労委
６５歳定年制裁判 2/12(水)11:30～ 東京地裁527号
銀座大橋再雇用拒否 ２/１３(木)13:15～東京地裁
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２月１日(土)～２月２日(日)
郵政産業労働者ユニオン 第２回中央委員会

(場所･大阪市東淀川区/大阪コロナホテル)
１月２６日(日) １３:００～

関東地本本部 地方委員会(関東地本の意見集約)
(場所･郵政産業ユニオン本部秋葉原第二事務所)

【組合員の皆さん】
郵政内外、国内外を問わず大きな政治情勢、

社会状勢が激動の中で今春闘を迎えます。
とりわけ郵政では今年４月から始まろうとして

いる「新人事･給与制度」について、これまで
の交渉の到達点を踏まえた「今後の対応」が
今中央委員会で判断されることとなっています。
これに先だって「人事」「給与」の労働協約

についても３月末をもって解約することを会社か
ら通告されており、新人事･給与制度が含まれ
た新たな協約を締結するのかの判断が迫られて
いる中での中央委員会となります。
委員会に向けた各職場での討議･意見集約と

併せて関東地本の意見集約(組合員は誰でも参
加出来ます)にも積極的な参加をお願いします。

非正規社員の正社員化と
均等待遇実現の本社前集会
３月３日(月曜日)
本社前集会１１：３０～１２：１５
衆院院内集会１４：0０～１５：３０
社長宛で「郵政で働く非正規
労働者の正社員登用と均等待
遇を求める要請署名」の提出
を行います。

(昨年は２万９１３０筆)
引き続き署名への取り組み

をお願いします。

【休憩室】今年は浦安の元旦持出(前年比92％)が少なかったからまだ助かったのかも･･･。
２０１４年年賀郵便物元旦配達物数･前年比比較(各支社上位５局) 中国 11911 97.2
全国では１８億２千９百万通(速報値)で前年比９６.２％。 岡山中央 382 101.4

読み方 支社･局名 物数(万通) 前年比(％) ※日本郵便本社･各支社プレスリリースより引 広島西 335 98.7
例 鯖江 122 99.2 用(ただし関東支社のみ発表していない) 倉敷 329 98.5

※前年比率について掲載の無い局所は前年度物数から計算した。※千通単位で公表されている配 安佐南 307 99.0
達物数については四捨五入し万通単位とした。※信越支社の物数は新潟･長野両県を合算した。 広島中央 288 98.6
北海道 ９４３８ 96.2 東京 21547 96.5 東海 21978 95.8 四国 6038 95.5
厚別 423 95.8 目黒 513 95.7 岡崎 416 93.0 松山中央 410 96.0
札幌西 348 95.3 世田谷 490 87.2 岐阜中央 414 96.9 高松南 344 96.7
豊平 346 95.6 豊島 439 100.4 津中央 372 95.2 徳島中央 315 97.3

旭川中央 345 98.3 晴海 387 100.9 名古屋中央 368 99.3 高知中央 314 97.7
山鼻 319 100.3 玉川 383 97.1 静岡中央 355 97.5 高松中央 231 96.1
東北 10890 97.8 関東 134百 96.1 北陸 6113 96.8 九州 18152 96.4
新仙台 301 96.4 さいたま新都心 703 99.6 金沢中央 475 98.8 博多北 445 98.6
仙台北 283 100.8 柏 537 97.8 富山南 420 94.3 鹿児島中央 394 93.4
秋田中央 280 98.3 美浜 453 100.1 新金沢 336 98.5 福岡中央 389 98.3
山形中央 254 97.8 市川 420 93.5 福井中央 293 96.6 熊本東 387 98.1
盛岡中央 243 99.0 (浦安) ？ ？ 福井南 249 95.8 宮崎中央 345 98.2
信越 6082 95.0 南関東 13369 95.8 近畿 34508 95.7 沖縄 852 94.4
新潟中央 432 96.4 青葉 568 94.2 大阪北 510 98.9 那覇中央 １45 94.8
長岡 ２００ 95.4 座間 498 95.0 大津中央 487 96.0 浦添 102 92.8
新潟西 193 94.6 横浜中央 479 95.5 宝塚 468 95.6 那覇東 58 97.5
長野東 185 90.4 藤沢 395 93.9 茨木 465 94.3 宜野湾 54 95.4
長野中央 177 94.7 横浜旭 345 ? 西宮 423 97.0 南風原中 45 99.8
来年に向け年繁(小包･年賀)の評価･反省(職場窓口交渉)を行います。⇒otegami@piwu-urayasu.jp まで意見をお寄せ下さい。


